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「今日学校でどんないいことがあったの」 

 

新年度がスタートして、もう一ケ月が過ぎようとしています。子どもたちもすっかり新学年に慣れてきたの

か、楽しい声がたくさんの場所から聞こえます。楽しそうに活動する姿を見るのは我々教職員にとって最高

の時間です。 

さて、題名の質問ですが、令和5年度入学式で117名の新入生を迎えた時の式辞でお話しさせていた

だいたものです。保護者の皆様にぜひともこの質問を繰り返しお願いしますとお伝えしました。質問すること

で答えを探そうとする意識が芽生えます。そして子どもたちは質問の内容を探そうとします。見ようとしなかっ

たことが見えてきます。そのようにして毎日の生活にプラスを見つけられるようになると心もどんどん成長してい

きます。 

失敗したときに「なぜ？」と質問すると言い訳がでてきます。例えばサッカーでシュートミスをしたときに「パ

スが悪かった」「緊張した」など言うことがあります。それを聞いた指導者は「もっと練習したら」「緊張しないよ

うにしなさい」など小言を言いたくなります。ではその質問を「どうしたらよかった？」と変えてみます。そうすると

方法がでてきます。小言を言う前に子どもたちは「もっと練習しなきゃ」などと言います。子どもの中に答えが

ちゃんとあるのです。このように我々大人の質問は子どもの本来もっているものを引き出すのに大事な役割

を果たします。題名にある質問は「どんなことがあったの」ではなく「どんないいことがあったの」です。「いいこと」

に光をあてていきます。そのことでいいことを探し出すのです。是非ともこの質問をしていただけたら嬉しいで

す。とくに寝る前にするとよいと聞いたことがあります。 

申し遅れましたが、本年度より京都市立修学院小学校の校長になりました。鎌田賢二と申します。こ

の通信「こころ」では、学校教育のこと、子育てのことなど多様なことを発信していけたらと考えております。こ

の通信は月一度の発行になりますが、それ以外にもHPで校長室だよりとして発信していきたいと思います

ので是非ともご覧いただけると幸いです。教職員一同保護者の皆様、地域の皆様とともに地域で一番「あ

りがとう」が集まる場所にできたらと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 


